
小型冷熱衝撃装置
Ｑ：

Ａ：以下の通りです。

・ＯＰ：オプションです。装備時のみ該当します。
・概算使用量『-』：使用量は不明です。

【ご注意】
１．
２．

ＴＳＥ－１１－Ａ

ＴＳＥ－１０

型式

① 50
② 10

概算
使用量

（ｇ）

①ｸﾘｿﾀｲﾙ（白）
②ｸﾘｿﾀｲﾙ（白）

アスベストの含有の有無、使用部位、種類、使用量を教えてください。

アスベ
スト
有無

使用部位（有の場合） 種類

① （標準装備）ケーブル孔の断熱リング(φ50）
② 高温槽吸気孔の断熱リング(φ25）

非アスベスト
素材への
変更時期

①2002年10月
②2002年10月

有

無

【表の見方】

無

通常の使用時には、飛散する可能性は低いです。
上記の情報は標準品について、２０１８年７月現在判明している情報です。
特殊仕様など製品によって当てはまらない場合があります。

ＴＳＥ－１２－Ａ
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[使用位置図]

② 高温槽吸気孔の断熱リング(φ25）

＜高温槽吸気孔の拡大図＞

① （標準装備）ケーブル孔の断熱リング(φ50）

ケーブル孔
断熱リング

平面図

正面図

高温槽吸気孔

断熱リング
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